
         

  
 

４
月

２１
日(

金)

、
１８
時
か
ら
今
井
地
区
公
民

館
講
堂
に
お
い
て
令
和
５
年
度
の
当
保
存
会
の

総
会
を
開
催
。 

 

昨
年
は
役
員
改
選
の
節
目
と
な
る
大
事
な
年

で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
や
む
を
得
ず
常
任

理
事
会
だ
け
対
面
で
実
施
し
、
理
事
皆
さ
ん
に
は

書
面
表
決
を
実
施
す
る
と
い
う
二
段
階
の
変
則

的
な
総
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
の
総
会
は
、
普
通
の
対
面
に
よ
る
総
会
が

で
き
ま
し
た
。 

 

司
会
は
当
保
存
会
副
会
長
の
工
藤
桂
市
が
担

当
し
、
議
事
進
行
は
当
保
存
会
の
中
西
知
会
長

が
当
り
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
（
案
）
及
び
決

算
報
告
（
案
）
、
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）

及
び
予
算
案
、
役
員
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
も
審

議
さ
れ
、
異
議
な
く
全
案
件
が
承
認
さ
れ
議
事

が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
松
南
宏
次
副
市
長
と
細
川
佳
秀
市
会

議
員
に
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
来
賓
皆
様
を
紹
介
し

ま
し
た
。
つ
づ
い
て

山
下
義
孝
今
井
町

並

み
保

存

整
備
事

務
所
長
が
所
員
全

員
を
紹
介
。
最
後
に
、

若
林
稔

相

談
役

の

閉
会
挨

拶

で
総

会

を
閉
じ
ま
し
た
。 

 

昨
年
度
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
５
月
に

は
コ
ロ
ナ
以

前

の

「
今
井
町
並
み
散
歩
」

と
は
全

く
規

模

は

異
な
り
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
範
囲
で
で
き
る
こ
と
を
や

ろ
う
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
、
茶
行
列
の
衣
装
展

示
と
旧
米
谷
家
で
の
「
名
工
の
館
」
、
今
井
西
環

濠
広
場
に
会
場
を
絞
っ
た
「
六
斎
市
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

８
月
の
灯
火
会
も
、
点
灯
数
は
最
盛
期
に
は
比

肩
で
き
ま
せ
ん
が
、
２
，
０
０
０
灯
余
り
を
中
尊

坊
通
り
、
御
堂
筋
、
春
日
神
社
で
点
灯
し
、
今
井

西
環
濠
で
は
復
原
さ
れ
た
堀
に
灯
籠
を
浮
か
べ

て
久
々
に
今
井
町
の
夏
の
風
物
詩
が
蘇
り
ま
し

た
。 

 

１ ０
月
に
は
、
「
は
な
ら
ぁ
と
２
０
２
２
」
を
春
日

神
社
の
秋
祭
り
に
開
催
時
期
を
合
わ
せ
て
催
し

ま
し
た
。
今
井
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
の
会
場
と
し
て

の
参
加
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
延
べ
３
千
人
を
超

え
る
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
が
徐
々
に
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
と
は

肌
身
で
感
じ
て
い
た
も
の
の
、
何
を
す
る
に
も
い

つ
も
コ
ロ
ナ
が
頭
か
ら
離
れ
な
い
一
年
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
当
保
存
会
の
活
動
は
コ
ロ
ナ
明
け
に

向
け
て
着
実
に
地
歩
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
本
年
度
は
、
平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
１２

月
に
文
化
庁
よ
り
今
井
町
が
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
か
ら
３０
周
年
の

節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。 

 

昭
和

３０
年
か
ら
東
京
大
学
工
学
部
建
築
史
研

究
室
が
「
今
井
町
住
宅
調
査
」
を
始
め
た
こ
と
で

端
緒
と
な
っ
て
寺
内
町
今
井
が
歴
史
的
建
築
的

に
稀
有
な
町
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
約

７０
年
過
ぎ
ま
し
た
。 

 

そ
の
間
、
昭
和

３０
、
４０
年
代
の
高
度
成
長
期
に

奇
し
く
も
今
井
町
は
大
規
模
な
破
壊
を
免
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
歴
史
的
な
文
化
財
に
着
目
す
る

先
駆
者
達
の
熱
意
と
行
動
力
に
よ
り
、
昭
和

４９

年
に
は
「
町
並
み
保
存
連
盟
」
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
「
今
井
町
甦
る
自
治
都
市
」
と
い

う
書
物
に
記
載
さ
れ
て
い
る
経
緯
を
経
て
、
重

伝
建
選
定
に
至
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
重
伝
建
選
定
と
郷
土
を
愛
す
る
住
民
意

識
の
高
揚
こ
そ
が
今
日
の
今
井
町
を
作
り
上
げ

る
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
当
保
存
会

の
町
並
み
を
守
る
活
動
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
「
新
た
な
一

歩
！
」
を
真
の
今
井
町
活
性
化
の
為
に
踏
み
出

す
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
す
。 

（１）令和５年５月１日                 い ま いは 今                     第 275 号  
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４
年
ぶ
り
に 

 

対
面
で
当
保
存
会
総
会
開
催 

 



   
４
月

２３
日
（
日
）
、
１８
時
か
ら
今
井
地
区
公
民

館
講
堂
に
お
い
て
標
記
委
員
会
を
開
催
。 

 

前
回
３
月

１１
日
の
実
行
委
員
会
の
あ
と
、
２
，

３
追
加
の
イ
ベ
ン
ト
が
加
わ
り
ま
し
た
が
、
今
回

は
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
日
時
と
場
所
に

つ
い
て
最
終
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
又
、
そ
れ
ぞ

れ
準
備
物
・
担
当
者
の
割
り
当
て
や
必
要
人
員

等
、
詳
細
な
打
ち
合
わ
せ
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
町
並
み
散
歩
の
目
新
し
い
点
は
、
５
月

１３
日
に
開
会
式
兼
記
念
講
演
会
を
今
井
小
学

校
で
実
施
す
る
こ
と
。
茶
行
列
に
今
井
町
在
住

の
方
々
も
参
加
可
能
と
し
た
こ
と
。
茶
行
列
の
茶

人
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
歩
く
子
供
達
を
広
く

小
学
生
か
ら
募
集
す
る
こ
と
等
で
す
。
多
く
の
皆

様
の
積
極
的
な
参
加
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

六
斎
市
は
自
治
会
が
担
当
し
て
、
中
尊
坊
通

り
・
御
堂
筋
・
春
日
神
社
・
今
井
西
環
濠
広
場
で

今
井
町
内
、
今
井
小
学
校
区
内
の
地
元
の
方
々

が
出
店
す
る
予
定
で
４
月

３０
日
に
六
斎
市
出
店

者
向
け
に
説
明
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

  

今
井
町
並
み
散
歩
の
マ
ッ
プ
を
毎
回
作
成
し
、

表
面
は
茶
行
列
の
歩
く
コ
ー
ス
と
通
過
時
刻
と

各
イ
ベ
ン
ト
の
日
時
場
所
の
紹
介
。
裏
面
に
は
協

賛
い
た
だ
い
た
会
社
、
店
舗
、
団
体
、
個
人
の
名
前

を
掲
載
し
て
配
布
し
て
い
ま
し
た
。 

 

本
年
か
ら
は
裏
面
の
協
賛
一
覧
は
共
通
で
、
表

面
を
町
並
み
散
歩
期
間
限
定
版
マ
ッ
プ
と
通
年

使
用
で
き
る
マ
ッ
プ
の
２
種
類
を
制
作
し
ま
す
。 

 

３
年
間
協
賛
金
を
お
願
い
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
協
賛
者
皆
さ
ん
の
経
済
状
況

も
変
化
し
て
い
て
、
４
年
前
１
０
４
件
の
協
賛
者

の
う
ち
今
回

３２
件
が
抜
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
長
年

に
わ
た
り
協
賛
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
新
た
に
３０
件
協
賛
者
が
増
え
、
協
賛
覧

面
積
を
２
倍
に
し
て
い
た
だ
け
る
先
が
４
件
、
逆

に
半
分
に
な
っ
た
先
が
５
件
と
な
り
、
総
協
賛
金

額
は
例
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
一
般
の

個
人
か
ら
の
協
賛
は
極
力
避
け
て
、
会
社
、
店
舗
、

団
体
様
に
協
賛
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
協
賛
し

て
頂
い
た
皆
様
に
は
改
め
て
衷
心
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

１
月

３０
日
、
奈
良
県
立
医
科
大
学
で
の
講
義

（
本
紙
二
月
号
表
面
記
載
）
の
後
、
学
生
達
に
書

い
て
も
ら
っ
た
「
今
井
町
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

用
紙
の
集
計
結
果
を
報
告
し
ま
す
。 

 

回
収
で
き
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
医
学
科

９８
人
、

看
護
学
科

８０
人
、
合
計
１
７
８
人
分
で
す
。 

 

医
学
科
は
県
内
出
身
者
が
３
割
よ
り
少
な
く
、

看
護
学
科
は
約
半
数

で
す
。
大
学
入

学
前

に

「
今
井
町
と
い
う
地
名
を
知
っ
て
い
た
か
」
と
い

う
設
問
に
は
、
６５
％
が
知
っ
て
い
た
と
回
答
。

「
今
井
町
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
」
と
い
う
設

問
に
は
、
６７
％
が
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
。

「
今
井
町
で
の
滞
在
時
間
」
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

２
時
間
が
最
も
多
く
、
１
時
間
・
１
時
間
半
・
２

時
間
と
回
答
し
た
人
が

７３
％
に
達
し
ま
し
た
。

「
今
井
町
で
何
を
し
た
か
」
の
設
問
（
複
数
回
答

可
）
で
は
、
８５
％
が
飲
食
、
次
い
で
町
並
み
見
学

が
３５
％
で
、
重
文
民
家
を
含
む
施
設
の
見
学
は

わ
ず
か
１５
％
で
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
集
計
結
果
の
示
す
と
こ
ろ
は
、
大
学

入
学
前
か
ら
「
今
井
町
」
と
い
う
地
名
の
知
名
度

は
６５
％
と
高
く
、
今
井
町
へ
の
訪
問
も
６７
％
と

高
率
で
す
が
、
今
井
町
へ
の
滞
在
時
間
は
平
均

２
時
間
に
も
満
た
な
い
状
況
で
訪
問
の
目
的
も

殆
ん
ど
が
飲
食
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

今
井
町
を
訪
れ
る
人
の
滞
在
時
間
を
延
ば
す

工
夫
（
学
習
・
体
験
）
と
、
飲
食
以
外
の
消
費
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
が
、
一
般
来
訪
者
（
観
光
客
含

む
）
に
対
し
て
も
課
題
と
な
る
と
思
い
ま
す
。 

「
講
義
を
聞
い
て
、
今
井
町
に
興
味
を
持
っ
た

か
ど
う
か
」
の
設
問
に
は
、
学
生
が
７０
％
の
学
生

が
興
味
を
持
っ
た
と
回
答
。
お
世
辞
的
要
素
も

多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
も
講
義
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。 

（２）令和５年５月１日                 い ま いは 今                     第 275 号  

奈
良
医
大
学
生
の 

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
報
告 

第
二
回 

今
井
町
並
み
散
歩 

実
行
委
員
会 

開
催 

協
賛
金
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


